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人
権
擁
護
委
員
に

増
田
雅
子
さ
ん

敬
老
会

ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
を
策
定

指
標
に
も
と
づ
き
実
施
事
項
定
め
る

　

志
津
南
学
区
人
権
擁
護
委
員

（
任
期
３
年
）
が
10
月
１
日
付
け

で
大
久
保
好
子
さ
ん
（
若
草
三

丁
目
）
か
ら
増
田
雅
子
さ
ん
（
若

草
五
丁
目
）
に
交
替
し
ま
し
た
。

大
久
保
さ
ん
、
３
年
間
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
市
長
の
推

薦
に
よ
り
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
、

　

志
津
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
中
原
勝
一
会
長
）
は
９
月
６
日

理
事
会
を
開
催
、「
志
津
南
学
区

ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画

は
、
６
月
７
日
の
理
事
会
で
了

承
・
制
定
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く

り
指
標
」
に
基
づ
い
て
、
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で

の
中
期
的
、
具
体
的
な
実
施
事

項
を
定
め
た
も
の
で
す
。
今
後

は
こ
の
行
動
計
画
に
従
っ
て
継

続
し
た
活
動
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
指
標
に
は
次
の

６
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
目
標
と
推
進
方
針
を
挙
げ

て
い
て
、
行
動
計
画
で
は
こ
の

推
進
分
野
別
に
実
施
事
項
、
実

施
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
担

当
団
体
を
定
め
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
に
よ
る
地
域
自
治

二
、
地
域
福
祉
と
健
康

三
、
生
活
環
境

四
、
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全

活
動

五
、
教
育
・
文
化

六
、
ふ
れ
あ
い
活
動

　

詳
細
は
全
戸
配
付
し
た
「
志

津
南
学
区
ま
ち
づ
く
り
行
動
計

画
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
て
、

「
憩
い
と
安
ら
ぎ
が
あ
り
、
誰
も

が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
」
を
目
指
し
て
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

人
権
擁
護
に
関
す
る
諸
活
動
を

担
っ
て
い
き
ま
す
。
草
津
市
に

は
各
学
区
か
ら
１
人
、
計
13
人

い
ま
す
。

か
が
や
き
の
丘
で

一
斉
清
掃

　

か
が
や
き
の
丘
町
内
会
は
９

月
28
日
、
町
内
の
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
＝
写
真
。　
　

資
源
回
収

10
月
19
・
11
月
２
日

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

10
月
26
・
11
月
９
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西

10
月
25
日
・
11
月
８
日

　

か
が
や
き
の
丘

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
も
可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

　

具
体
的
に
は
、
大
津
地
方
法

務
局
や
草
津
市
人
権
セ
ン
タ
ー

で
人
権
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
や
「
人

人
数
多
く
二
部
に

　

志
津
南
学
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
主
催
の
敬
老
会
が
「
敬
老

の
日
」
の
９
月
15
日
、
志
津
南

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

　

今
年
は
新
た
に
か
が
や
き
の

丘
、
コ
ー
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
追

分
鴨
田
３
町
内
会
・
自
治
会
が

当
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
加
わ

り
、
70
歳
以
上
の
対
象
者
は

４
５
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
日
は
こ
の
う
ち
１
４
１
名
が

出
席
、
収
容
人
数
の
関
係
で
、「
午

前
の
部
」「
午
後
の
部
」
に
分
け

て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
会
長
の
中
原
勝
一
氏
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
の
橋
川

渉
草
津
市
長
、
清
水
和
廣
草
津

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
志
津

南
小
学
校
児
童
の
お
祝
い
の

権
週
間
」
に
は
街
頭
で
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。
学
区
内
で
は

人
権
教
育
推
進
委
員
会
委
員
と

し
て
活
動
に
参
画
し
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
加
者
は
目
を

細
め
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

志
津
南
学
区
最
高
齢
者
は
男

性
が
石
川
省
三
さ
ん
（
94
歳
）、

女
性
は
宮
本
秀
子
さ
ん
（
99
歳
）

で
、
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
草
津
迷
術
会

の
寺
崎
さ
ん
の
話
術
と
参
加
型

の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
龍
谷
大

学
落
語
研
究
会
の
山
本
さ
ん
に

よ
る
落
語
で
会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
地
域
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
村
井
教
夫
さ
ん
の
ギ

タ
ー
で
懐
か
し
い
歌
を
参
加
者

全
員
で
歌
い
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
で
日
差
し
が
厳
し
い

中
、
大
人
２
８
５
名 

、
子
供

１
５
７
名 

合
計
４
４
２
名
が
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
で
一
生
懸

命
草
刈
り
や
清
掃
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
一
斉
清
掃
に

先
駆
け
て
、
９
月
７
日
に
「
草

刈
り
隊
」
有
志
16
名
が
、
機
械

を
使
っ
た
草
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
の
一
斉
清
掃
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

（１） 第１３４号 志津南ＮＥＷＳ 平成２６年１０月１５日

①８月 30 日に草津市社会福祉協議

　会で、送迎支援活動に使う車両の

　無償貸与にかかる協定書の調印

　式があった。

② 7月 1日に施行された「草津市協

　働のまちづくり条例」に基づき、

　8 月 11 日に市役所で認定式が行

　われた。これにより、まち協が学

　区を代表する唯一の総合的な自

　治組織ということになった。

③青少年育成委員会の「子ども１１

　０番の家」の黄色コーンの表示シ

　ールの交換に必要な経費の追加

　申請が承認された。

④地域史誌「志津南の歩み」の製作

　について、概略の構想が提示され

　たが、意見やアイデアなどを出し

　ていただき、次回理事会でもう少

　し具体化して提示し、了承の上で

　進めていくことに。

⑤前回提示された「まちづくり行動

　計画」が承認された。会則集の「ま

　ちづくり指標」のあとに綴じ込ん

　でいただきたい。

まち協だより

第４回理事会（平成 26 年 9 月 6 日）

志津南ホームページ
http://shizu373.net



　

第
31
回
高
穂
中
学
校
体
育
祭

が
秋
晴
れ
の
９
月
12
日
、
「
爽
・

走
・
創　

～
輝
け
！
七
色
の
魂

～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
同
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

　

北
川
健
校
長
が
開
会
を
宣
言

し
た
あ
と
、
清
水
晴
美
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

志
津
南
学
区
体
育
振
興
委

員
会
（
上
羽
美
知
子
委
員
長
）

は
９
月
28
日
、
秋
晴
れ
の
も

と
、
若
草
中
央
児
童
公
園
で
約

４
０
０
人
が
参
加
し
て
第
10
回 

志
津
南
学
区
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
追
分
南
地
区
の
「
か

が
や
き
の
丘
町
内
会
」
、
「
コ
ー

ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
自
治
会
」
、「
追

分
鴨
田
町
内
会
」
が
加
わ
り
、

　

草
津
・
栗
東
交
通
安
全
協
会

志
津
南
支
部
（
佐
々
木
奉
昭
支

部
長
）
は
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
９
月
24
日
、
志

津
南
小
児
童
に
よ
る
交
通
事
故

防
止
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
啓

発
活
動
は
志
津
南
小
学
校
の
協

力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
リ
ス
の
制

服
、
製
帽
に
身
を
固
め
た
三
年

　

交
通
防
犯
委
員
会
（
菊
地
進

委
員
長
）
は
、
夏
休
み
中
に
小

学
生
か
ら
募
集
し
た
交
通
安
全

と
防
犯
に
関
す
る
絵
画
の
表
彰

作
品
を
選
び
ま
し
た
。
応
募
作

品
28
点
に
つ
い
て
、
９
月
６
日

に
開
い
た
審
査
会
が
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
最
優
秀
賞
に
松

本
咲
楽
さ
ん
（
１
年
、
岡
本
町
）

高
穂
中
で
体
育
祭

第
10
回 

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

Ｊ
・
ポ
リ
ス
が

交
通
安
全
啓
発

防
犯
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

生
児
童
86
人
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た

＝
写
真
。

　

若
草
中
央
バ
ス
停
で
草
津
警

察
署
員
の
誘
導
で
停
車
し
た
ド

ラ
イ
バ
ー
に
「
命
を
守
る
交
通

ル
ー
ル
」
と
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
袋
に
入
っ

た
児
童
た
ち
手
づ
く
り
の
「
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転

を
し
て
下
さ
い
」
の
手
書
き
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
草
津
栗

東
交
通
安
全
協
会
志
津
南
支
部

が
用
意
し
た
あ
ん
パ
ン
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
の
緊
張
と
不
安
の

ド
キ
ド
キ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
草
津
警
察
署
、
交
通
安

全
協
会
、
民
生
委
員
、
市
民
セ

ン
タ
ー
の
方
々
が
見
守
る
中
、

手
渡
す
と
き
も
交
通
安
全
の
一

言
を
添
え
、
立
派
に
役
目
を
果

た
し
ま
し
た
。

の
作
品
＝
写
真
＝
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
セ
ン
タ
ー

所
長
賞
に
菊
川
は
な
さ
ん
（
４

年
）、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

賞
に
松
本
心
花
さ
ん
（
５
年
）

の
作
品
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
優

秀
賞
に
は
７
人
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

全
作
品
は
９
月
８
日
か
ら
19

日
ま
で
市
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

に
掲
示
さ
れ
、
20
日
に
は
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀

作
品
は
、
知
ら
な
い
人
に
は
つ

い
て
行
か
な
い
よ
う
訴
え
る
作

品
で
、
コ
ピ
ー
が
各
町
の
掲
示

板
等
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
作
品
も
子
ど
も
た
ち
の

一
生
懸
命
さ
や
工
夫
が
伝
わ
る

力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

志
津
南
地
区
か
ら
志
津
南
学
区

と
な
っ
て
の
開
催
で
し
た
が
、

追
分
南
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
調
整
の

結
果
、
前
年
と
同
様
、
若
草
一

丁
目
か
ら
八
丁
目
お
よ
び
岡
本

町
西
の
９
町
で
構
成
す
る
「
若

草
・
岡
本
西
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
」

と
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

種
目
は
昨
年
と
同
様
、
就
学

前
児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽

し
め
る
も
の
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

自
由
参
加
種
目
の
「
飴
つ
か

み
競
争
」
で
は
、
こ
ぼ
れ
そ
う

に
な
る
ほ
ど
の
ア
メ
を
手
に
し

た
児
童
が
、
ま
た
「
パ
ン
食
い

競
争
」
で
は
、
顔
全
体
の
筋
肉

を
使
っ
て
パ
ン
を
口
に
し
た
参

加
者
が
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
へ
駆
け

込
み
ま
し
た
。
２
年
目
の
「
遠

く
へ
飛
そ
う
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
」

で
は
青
空
に
舞
い
飛
ぶ
ス
リ
ッ

パ
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

新
種
目
の
「
タ
ン
カ
を
つ
く
っ

て
箱
乗
せ
運
べ
」
＝
写
真
＝
と

「
町
内
対
抗
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」「
当

た
り
！
が
と
れ
る
か
阿
弥
陀
の

み
（
神
頼
み
）」
で
は
、
自
主
防

災
委
員
会
の
簡
易
タ
ン
カ
つ
く

り
の
指
導
も
あ
り
、
選
手
は
搬

送
物
（
お
茶
ケ
ー
ス
）
を
運
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
「
町
内
対

抗
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」
で
は
、
各

町
か
ら
体
力
自
慢
の
選
手
が
約

25
ｍ
の
コ
ー
ス
を
往
復
し
な
が

ら
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
ま
し
た
。

「
当
た
り
！
が
と
れ
る
か
阿
弥
陀

の
み
（
神
頼
み
）」
は
、
競
技
場

に
書
か
れ
た
阿
弥
陀
ラ
イ
ン
を

た
ど
り
、
唯
一
の
当
た
り
札
を

手
に
す
る
種
目
で
ま
さ
に
神
頼

み
で
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
が
大
き

な
輪
に
な
り
江
州
音
頭
。
参
加

者
は
真
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し

の
中
で
汗
を
流
し
、「
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
」
に
ふ
さ
わ
し
い
一
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
の
事
前
整
備
、
進
行
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
種
団
体

の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
は
昨
年
に
引
き

続
き
岡
本
町
西
、
準
優
勝
は
若

草
８
丁
目
、
第
三
位
は
若
草
６

丁
目
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
上
羽
美
知
子
）

の
熱
い
思
い
を
込
め
た
７
名
の

団
長
の
リ
ー
ド
、
そ
し
て
カ
ラ

フ
ル
な
各
団
応
援
旗
が
は
た
め

く
中
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

ま
た
同
校
体
育
祭
の
恒
例
行

事
で
あ
る
各
団
長
か
ら
の
一
言

で
は
、
涙
す
る
生
徒
や
父
兄
の

姿
も
。
感
動
と
充
実
し
た
一
日

で
し
た
。

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

　

志
津
南
学
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
は
９
月
25
日
、
志

津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
を
開
催
、
子
育
て

中
の
親
子
や
地
域
の
方
約
75
人

が
参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

第
一
部
は
湖
南
市
の
「
人
形

劇
サ
ー
ク
ル　

お
に
ぎ
り
村
」

を
迎
え
、「
と
ん
で
っ
た
バ
ナ

ナ
」
や
「
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
」
な
ど
温
か
さ
あ
ふ
れ
る

人
形
劇
を
上
演
、
子
ど
も
た
ち

は
お
母
さ
ん
の
お
膝
で
真
剣
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー

の
指
遊
び
で
は
歌
に
合
わ
せ
て

も
み
じ
の
よ
う
な
手
で
色
々
か

た
ち
を
作
っ
て
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

第
二
部
は
民
生
委
員
の
リ
ー

ド
で
布
ボ
ー
ル
や
布
ル
ー
プ
等

の
遊
具
を
使
い
、
親
子
で
楽
し

く
遊
び
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

大
き
な
バ
ル
ー
ン
と
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
遊
び
で
は
元
気
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん

方
か
ら
「
友
だ
ち
に
声
を
か
け

て
も
ら
い
来
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
様
子

で
し
た
。

　

最
後
に
お
土
産
を
も
ら
う
と

子
ど
も
た
ち
は
「
あ
り
が
と
う
」

と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
晴
れ
に
快
い
汗
流
す

多
彩
な
種
目
に
熱
戦
を
展
開

会
長
の
激
励
の
言
葉
、
選
手
宣

誓
と
続
き
、
７
９
２
名
の
仲
間
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志
津
南
学
区
人
権
教
育
推
進

委
員
会
（
藤
原
忍
委
員
長
）
は

９
月
６
日
、
ツ
ラ
ッ
テ
ィ
千
本

（
京
都
市
人
権
資
料
展
示
施
設
）

と
大
徳
寺
の
大
仙
院
で
県
外
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。42

名
の

参
加
が
あ
り
、
部
落
差
別
問
題

を
は
じ
め
人
権
問
題
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

ツ
ラ
ッ
テ
ィ
千
本
で
は
第
１

展
示
室
で
、
町
並
み
の
模
型
や

古
地
図
等
、
千
本
地
域
の
移
り

変
わ
り
を
、
第
２
展
示
室
で
は

展
示
さ
れ
て
い
る
千
本
地
域
の

歴
史
年
表
、
洛
中
洛
外
図
屏
風

高
津
本
（
レ
プ
リ
カ
）
を
見
学
、

館
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

千
本
地
域
は
、
か
つ
て
蓮
台
野

村
と
呼
ば
れ
刑
吏
等
の
公
役
を

担
っ
て
い
た
ほ
か
、
雪
駄
（
せ
っ

た
）
等
の
履
物
業
な
ど
で
栄
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治

時
代
に
入
り
、
１
８
７
１
年
の

解
放
令
に
伴
う
公
役
の
は
く
奪

や
デ
フ
レ
に
よ
る
深
刻
な
不
況

に
よ
り
貧
困
化
が
進
み
ま
し
た
。

「
差
別
と
貧
困
に
よ
る
悪
循
環
」

と
い
う
現
代
に
至
る
問
題
は
こ

こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
同
地
域
は
厳
し
い
部
落
差
別

に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
も
、
人
と
人

と
の
豊
か
な
つ
な
が
り
と
ふ
れ

あ
い
を
も
っ
た
生
活
を
こ
の
地

で
営
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

千
本
地
域
の
歴
史
を
通
じ
て
、

今
も
な
お
残
る
不
合
理
な
差
別

の
現
実
に
気
づ
き
今
日
の
地
元

の
人
権
・
教
育
・
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
徳
寺
の
大
仙
院
で
は
、
国

宝
の
本
堂
を
見
な
が
ら
、
枯
山

水
庭
園
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

重
要
文
化
財
、
美
術
品
が
あ
り
、

さ
ら
に
千
利
休
と
豊
臣
秀
吉
が

出
入
り
し
た
お
茶
室
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
県
外
研
修
は
人
権
の

歴
史
や
知
識
を
深
め
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

人
権
第
３
講
座
開
催

　

志
津
南
学
区
人
権
教
育
推
進

委
員
会
（
藤
原
忍
委
員
長
）
の

「
町
内
学
習
懇
談
会
推
進
者
研
修

講
座
（
第
３
講
座
）」
が
８
月
23

日
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
草
津
市
同
和
教
育
啓
発

講
師
団
の
田
中
幸
一
講
師
が
「
予

断
・
偏
見
そ
し
て
差
別
意
識
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
、
29

名
の
参
加
者
は
10
月
に
各
町
内

会
で
開
催
す
る
学
習
懇
談
会
に

向
け
て
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
グ
ラ
フ
県
政
の
窓

で
紹
介
さ
れ
た
今
野
敏
彦
氏
の

差
別
や
人
権
の
定
義
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
、
偏
見
に
つ
い
て

は
「
ゆ
が
め
ら
れ
た
考
え
方
や

人
権
推
進
委
が
県
外
研
修

京
都
市
施
設
や
大
徳
寺
を
見
学

大仙院で説明を聞く参加者

知
識
に
も
と
づ
き
客
観
的
根
拠

が
な
い
の
に
特
定
の
集
団
や
個

人
に
対
し
抱
く
非
好
意
的
な
意

見
や
判
断
、
又
そ
れ
に
伴
う
感

情
」
と
定
義
し
、
具
体
例
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
田
中
講
師
は
、
予

断
や
偏
見
を
生
み
だ
す
社
会
的

潜
在
的
な
価
値
観
の
例
と
し
て
、

職
場
で
上
司
が
部
下
を
「
お
前
」

と
呼
ん
だ
り
、
人
前
で
激
し
く

叱
責
す
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
お
け
る

働
く
者
の
扱
い
。
子
ど
も
の
貧

困
の
連
鎖
な
ど
を
挙
げ
、
こ
の

世
に
は
差
別
さ
れ
る
対
象
が
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、

わ
か
ろ
う
と
す
る
努
力
が
大
切

で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

好
評
だ
っ
た
秋
風
コ
ン
サ
ー
ト

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の
シ

ニ
ア
の
つ
ど
い
「
秋
風
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
９
月
11
日
、
同
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
会
場
を
埋
め
た

大
勢
の
参
加
者
が
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
ド
ル
チ
ェ
の
プ
ロ
級
の
演

奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ド
ル
チ
ェ

（dolce

）
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

の
小
林
初
子
さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
中
村
佳
子
さ
ん
、
ピ
ア

ノ
の
浜
田
明
美
さ
ん
の
女
性
３

名
で
構
成
、
県
内
各
地
で
演
奏

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
を
埋
め
た
95
名
の
参
加

者
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
は
じ
め
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
音
楽
、
日
本
の

唱
歌
な
ど
、
な
じ
み
深
い
調
べ

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

演
奏
の
合
間
に
は
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
が
人
の
声
に
一
番
近
く
、

五
つ
の
パ
ー
ツ
に
分
け
て
持
ち

運
べ
る
こ
と
、
中
村
さ
ん
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
１
９
０
８
年
製
で

中
村
さ
ん
の
手
に
合
っ
て
大
変

お
気
に
入
り
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
、
参
加

者
を
な
ご
ま
せ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
ア
ン

コ
ー
ル
の
拍
手
が
鳴
り
止
ま
ず
、

３
曲
目
の
「
ふ
る
さ
と
」
で
は

全
員
が
唱
和
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
「
心
が
和
み
ま
し
た
」
な

ど
の
感
想
と
と
も
に
再
演
を
望

ん
で
い
ま
し
た
。
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か
が
や
き
通
り

名
神
高
速
道
路



 
 
 
 

本　

能

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発

優
秀
賞
決
ま
る

　

人
間
の
前
に
犬
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
。
犬
は
狼
を
祖
先

に
持
つ
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
の

元
で
群
れ
を
な
し
て
獲
物
を

襲
う
習
性
を
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え

主
人
と
と
も
に
駆
け
回
り
た
が

る
。
獲
物
を
捕
る
必
要
が
な
い

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
犬
を
駆
り
立
て
て

い
る
も
の
は
快
感
で
あ
る
。
獲

物
を
捕
る
必
要
が
な
く
と
も
、

こ
の
行
動
自
体
が
脳
に
快
感
を

も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

が
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
来

月
29
日
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
防
止
策
を
学
ん
で
も
ら
う
「
シ

ニ
ア
の
つ
ど
い
」
を
次
の
通
り

開
催
し
ま
す
。

　

警
察
署
員
や
税
務
署
職
員
を

　

志
津
南
学
区
青
少
年
育
成
委

員
会
（
増
尾
克
裕
委
員
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
募
集
し
て
い
た
「
挨

拶
（
あ
い
さ
つ
）
運
動
啓
発
作
品
」

の
優
秀
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
志
津
南
小
六

年
、
橋
本
歩
花
さ
ん
の
標
語
「
町

中
に　

元
気
を
分
け
よ
う　

あ

い
さ
つ
で
」
。
同
六
年
、
仲
本
芽

生
さ
ん
の
絵
画
「
あ
い
さ
つ
で

　

み
ん
な
の
心　

つ
な
げ
よ
う
」

を
選
出
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
ほ
か
、
次
の
七
名
の
作

品
を
優
秀
賞
に
選
び
ま
し
た
（
敬

称
略
）
。

志
津
南
小
五
年　

松
山
敦
翔
、

同
四
年　

五
島
直
哉
、
同
四
年

　

志
津
南
学
区
健
康
推
進
員
連

絡
協
議
会
は
秋
の
「
は
つ
ら
つ

ウ
ォ
―
キ
ン
グ
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
１
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
14
時 

30
分

▽
行 

先　

び
わ
こ
文
化
公
園

▽
集
合
場
所　

志
津
南
市
民
セ

ン
タ
ー　

▽
申
し
込
み　

志
津
南
市
民
セ

ン
タ
ー

電
話　

（
５
６
３
）
―
６
２
０
６

▽
締
め
切
り
10
月
20
日
（
月
）

　

人
間
も
似
た
よ
う
な
本
能
を

持
つ
。
集
団
で
他
の
部
族
を
襲

い
、
そ
の
縄
張
り
を
自
己
の
部

族
の
も
の
と
す
る
習
性
で
あ
る
。

文
明
社
会
に
お
い
て
こ
の
本
能

は
社
会
悪
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
人
間
の
歴
史
の
か
な

り
早
い
時
期
か
ら
こ
の
習
性
へ

の
対
処
法
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が

取
り
入
れ
ら
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー

の
よ
う
な
集
団
と
集
団
の
闘
い

は
最
も
快
感
を
呼
び
起
こ
し
、

封
じ
ら
れ
て
い
た
原
始
の
本
能

を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
本
能
を
人
間

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
自
分
を
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
感
化
さ
れ
た

人
間
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
隣
国
と
の
領
土
問
題
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
心
の
ど
こ

か
で
「
や
っ
ち
ま
え
」
と
い
う

気
持
ち
が
起
こ
る
の
に
気
が
つ

い
た
。
な
に
か
の
き
っ
か
け
を

作
れ
ば
国
民
の
本
能
の
呼
び
声

「
や
っ
ち
ま
え
」
と
い
う
気
持
ち

に
さ
せ
る
の
は
そ
う
む
ず
か
し

く
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

悲
し
い
こ
と
に
、
現
在
広
く

分
布
し
て
い
る
人
類
は
集
団
闘

争
を
好
む
種
族
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
争
い
を
好
ま
な
い
種

族
は
と
っ
く
の
昔
に
滅
ぼ
さ
れ

て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
ロ
ー
レ
ン
ツ
）

伊
賀
の
里
体
験

参
加
者
募
集

シ
ニ
ア
の
つ
ど
い
募
集

昔
料
理
の
講
習
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

志
津
南
地
区
地
域
協
働
合
校

推
進
委
員
会
は
「
伊
賀
の
里
モ

ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
へ
行
こ
う
！
」

を
次
の
通
り
開
催
（
雨
天
決
行
）、

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
１
日
（
土
）
９

時
30
分
集
合
～
16
時
30
分
解
散

予
定

▽
集
合　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ

ー
（
時
間
厳
守
）

　

志
津
南
学
区
健
康
推
進
員
連

絡
協
議
会
で
は
、
小
学
生
を
対

象
に
、
昔
か
ら
伝
わ
る
料
理
教

室
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
25
日
（
土
）

９
時
30
分 

～ 

13 

時

　

出
口
璃
湖
、
同
三
年　

笠
原

遥
、
同
二
年　

小
川
颯
太
、
同

一
年　

な
か
む
ら　

ひ
め
、
若

草
一
丁
目　

秋
山
謙
二
。

　

優
秀
作
品
を
ま
と
め
た
ポ
ス

タ
ー
は
、
各
町
内
の
掲
示
板
等

に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
あ
い
さ

つ
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

か
た
っ
て
の
電
話
な
ど
、
振
り

込
め
詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
草
津
警

察
署
員
に
よ
る
寸
劇
で
、
だ
ま

さ
れ
な
い
方
法
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

▽
日
時　

10
月
29
日(

水)

　
　
　

午
後
１1

時
30
分
か
ら

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン

タ
ー
（
公
民
館
）
大
会
議
室

▽
参
加
費　

無
料

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
60
歳

以
上
の
方

▽
申
し
込
み　

志
津
南
市
民
セ

ン
タ
ー
（
公
民
館
）

電
話　

（
５
６
３
）
６
２
０
６

▽
対
象　

小
学
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン

タ
ー　

▽
申
し
込
み　

志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
＝
電
話
（
５
６
３
）

６
２
０
６

▽
締
め
切
り　

10
月 

18
日
（
土
）

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

第
一
回
人
権
講
座
を
次
の
通
り

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
８
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

ま
で

▽
会
場　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
内
容　

「
人
生
１
０
０
年
時

代
を
生
き
る
私
た
ち　

こ
の

ま
ち
（
地
域
）
で
い
つ
ま
で

も
い
き
い
き
暮
ら
し
た
い
」

を
テ
ー
マ
に
高
齢
者
が
い
き

11
月
８
日
に

人
権
講
座

い
き
暮
ら
す
た
め
に
は
何
が

必
要
か
を
考
え
ま
す
。

▽
講
師　

Ｇ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｔ
し
が
推

進
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
ダ

ン
テ
参
画
21
代
表　

阿
部

美
智
子
さ
ん

▽
定
員　

１
０
０
名

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

電
話
（
５
６
３
）
６
２
０
６

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象　

志
津
南
小
学
校
区
在

住
の
小
学
３
年
生
～
６
年
生

▽
内
容　

「
伊
賀
の
里
モ
ク
モ

ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
で

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
豚
ま

ん
作
り
を
体
験
し
ま
す
。

▽
定
員　

40
名
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

５
０
０
円　

▽
申
し
込
み　

参
加
費
を
添
え
、

参
加
者
本
人
ま
た
は
保
護
者

が
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

10
月
11
日
（
土
）
か
ら
受

付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
＝
電
話
（
５
６
３
）

６
２
０
６
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こよみ

□ 10 月 18 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：15　若草中央公園集合

□ 10 月 21 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 10 月 22 日（水）

　☆やすらぎ学級館外研修

　　8：20 集合

□ 10 月 25 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30　若草中央公園集合

□ 10 月 26 日（日）

　☆防災訓練

　　14：30 ～　若草中央児童公園

□ 11 月 1 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：45　若草中央公園集合

□ 11 月 7 日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

　　ボランティア「泉」

□ 11 月 11 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 11 月 15 日（土）

　★平和祈念講演

　　13：30 ～

□毎週金曜日　

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00 ～ 12：00　五丁目集会所

★印の場所は志津南市民センター

（公民館）です


